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事業所名

自己評価作成日 平成　２２年　５月　２７日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
多くの介護保険事業所を展開している医療法人が運営する２ユニットのグループホームで、５月には７年目に入りま
す。医師である理事長は在宅医療に携わる経験から、看護と介護の連携の重要性に気づき、特に在宅での認知症
ケアの困難を知り、住み慣れた地域で自分らしく暮らすことができる環境として、ホームを開設しました。桜並木の
川沿いに建つホームは、ホーム名を大きく表示し、川を隔てた道路からもわかりやすくなっています。また、概観は
明るい雰囲気で、鍵をかけていない門扉は誰でも入りやすく、季節の花が植えてある庭が望めます。利用者が安心
して生活を続け、家族は介護の専門家に任せて、認知症が重度化しても利用者同士が和気あいあいと、役割を
持って楽しげに生活する姿に接し、ホームでの暮らしを家族も共に温かく支援するゆとりができました。職員は利用
者一人ひとりの思いや暮らし方の希望・意向に沿うよう支援しています。管理者は職員教育に力を入れて、質の高
い職員の育成に努め、一方では地域住民や家族へ「認知症介護の地域勉強会」を開催する等地域・家族の協力を
得ながら質の高いサービスを提供しています。

基本情報リンク先

大阪府柏原市片山町１－２４所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　福祉サービス第三者評価センター

所在地

訪問調査日 平成　２２年　４月　２６日

1  自己評価及び外部評価結果

2774600551

法人名 医療法人　千輝会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 全職員が理念を理解し理念に沿ったケアを行っている。住み慣れた地域で家庭にいる時と同じように、買い物に行
きお友達に会えば話しこんだり、家族親族がいつでも気楽に立ち寄っていただけるように玄関はいつでも出入りが
出来また訪ねて来たくなるようにしています。入居者同士の助け合いや井戸端会議が一日中寝るまで続いていま
す。入居者のしたい時にしたい事が出来るように常に職員は寄り添っています。毎年納涼祭には地域の住民の
方々がボランティアで河内音頭を歌ったり踊ったり、青年団は太鼓をたたいて皆様を盛り上げて下さいます、バザー
にも近隣の方々がたくさんいらっしゃいます。地域の皆様に認知症を理解して頂くために年に２回地域勉強会を開
催し相談にも乗っています。ボランティアの参加もある季節ごとの行事で地域の中で季節の移り変わりを感じて頂い
ています。また外部からの刺激を大いに受けるべく研修の場になったり見学に来られたりする機会が多くあります。

グループホーム神田イン国分

評価結果市町村受理日平成　２２年　３月　１日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

大阪市中央区中寺１丁目１－５４　大阪社会福祉指導センター内

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

63

4. ほとんどいない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. あまり増えていない

4. ほとんどない

64

3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　福祉サービス第三者評価センター
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社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター2

自己評価および外部評価結果

自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

管理者と職員は運営理念を共有し、入

居者の方々が、住みなれた地域でご

近所の方やお友達が尋ねて来やすい

環境を作りその方らしく過ごしていただ

くようにしている

「共に生活される方々のこれまでの人

生を尊重し落ち着いた雰囲気の中で

自分らしく暮らすことができる様に私た

ちは、温かく支援します」を運営理念と

してホーム玄関に掲示し、職員は利用

者が住み慣れた環境をそのままで、自

分の家のように暮らしてほしいと地域

に根ざしたホームとして利用者・家族を

支援しています。毎日の業務等を通じ

て、理念に基づいた介護サービスを実

践し、職員の質の向上を目指しつつ、

理念が地域に理解支持されるよう働き

かけを行っています。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

住み慣れた地域で生き生き過ごしてい

ただけるように、散歩や買い物などに

出かけ地域の方と挨拶を交わしたり、

ご近所の方が野菜や出かけたときの

お土産を持ってこられたりと人の出入

りが自由に出来るような環境を作って

います

地域との日常的なつきあいを大切に

し、利用者は毎日の散歩や買い物に

出かけ近隣の方と馴染みになり挨拶を

交わします。近隣の方は自由にホーム

を訪れます。夏にホームで行う納涼祭

には、利用者家族・地域住民は子ども

も参加して屋台やバザーを楽しんでも

らいます。老人会による河内音頭の踊

りや、青年団による太鼓演奏は利用者

や参加した方に人気があります。敬老

会やクリスマスには保育園児の来訪が

あり、踊り（お遊戯）を披露して利用者

に喜ばれます。中学生の体験学習の

受け入れや専門学生の実習・認知症

介護の実践者研修の受け入れも行っ

ています。近くの神社の清掃を利用者

と共に行います。年２回、地域住民対

象に地域の図書館で「認知症を理解し

てもらうための勉強会」を開催していま

す。昨年１２月には８６名の参加があり

ました。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている

年２回地域の人に向けて、認知症の人

を理解していただくための勉強会を行

っていますし、認知症家族介護の会で

は家族様の相談にのったり、地域包括

支援センター開催の介護教室では、認

知症について話をするなど地域の

人々に向けて活かしている

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

運営推進会議では、市職員、民生委

員、包括職員、入居者の家族、地域で

かかわりのある方等が会議に出席して

利用者やサービスの実際、評価への

取り組み状況について報告や話し合い

を行い、そこでの意見を全職員に全体

会議で報告し、サービスの向上に生か

している

運営推進会議は概ね２ヵ月に１回開催

しています。その時々の議題により、

参加メンバーに警察・消防署等からも

出席してもらい、ホームの活動報告と

共に地域での暮らす利用者へのサポ

ートに関するアドバイスを受ける場合

があります。地域住民に向けたホーム

主催の「認知症に関する勉強会」につ

いて実施予定を伝え、会議の参加者

にも勉強会への参加を促すと共に、Ｐ

Ｒをしていただくようお願いしていま

す。今後、運営推進会議を通じてホー

ムでの災害避難訓練について、地域

住民に協力依頼を行う予定です。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる

市職員とは機会あるごとに、行き来を

してサービスの向上に取り組んでい

る。年２回開催する地域勉強会には積

極的に協力をしていただいている

外部評価調査結果や運営推進会議議

事録は、毎回市の担当者に提出し、常

に情報交換をしています。市主催の地

域密着型事業者連絡会にも参加し、同

業者との情報交換を行う機会を得てい

ます。また、地域の図書館を利用して

ホーム職員が主催する「認知症の知識

を深める地域勉強会」の開催には市の

担当者の協力を得て、「勉強会」のお

知らせを地域自治会に回覧すること

で、１２月の勉強会はいつもより倍の

参加を得ることができました。

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

高齢者虐待防止関連法の研修に職員

が参加を行い、内部研修として全職員

に周知している。玄関には鍵をかけ

ず、外出希望者には、職員が付き添い

希望をかなえています。禁止するよう

な言葉や行動をさえぎらないケアを行

っています

「身体拘束ゼロ宣言」を玄関に掲示し

ています。内部研修では「身体拘束マ

ニュアル」により、利用者をどのように

見ているか①言葉を聴く②姿を見る③

行動を見る④共に何かを行う等の原

則的な視点で利用者に関わることを学

び実践しています。玄関・門扉は日中

には開錠しており、利用者の出入りは

自由です。外出希望（帰宅願望）の方

には職員が付き添い、いつでも外出で

きる体制を整えています。「いつでも出

かけることができる」ことを利用者が判

ると、ホーム内での生活を落ち着いて

過ごせるようになります。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

高齢者虐待防止関連法の研修に職員

が所外研修として参加を行い、所内研

修として全職員に周知している

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

機会あるごとに、研修に参加を行い学

ぶ機会を持っている。当ホームでも成

年後見人制度を利用している入居者

がおられる。今も検討しておられる入

居者が居る

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

契約を締結、解約、改定の前後には十

分話し合い利用者や家族の不安や疑

問点を尋ね十分な説明のもと理解納

得を得て署名印鑑を得ている
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

常に（事あるごとに）利用者や家族等

に意見や要望を管理者や職員に気楽

に話せるような声かけを行い、推進会

議での発言、市の相談窓口・介護相談

員等意見や苦情を表す事が出来るよ

うに繰返し伝えている

家族の来訪時は、利用者の生活の様

子を伝え、家族からも要望・意見を伺

います。職員全員が利用者の生活ぶ

りを把握しており、誰でもがその都度

家族と対応できることが、家族の安心

につながっています。運営推進会議に

も家族は交代で参加し、会議で要望・

意見を伝える機会を得ています。ま

た、家族参加の行事の際にも希望や

要望を伺い、運営に反映しています。

随時意見を表わせるよう「意見箱」を設

置しています。市が派遣する介護相談

員の来訪日を家族にも伝え、利用者だ

けでなく、家族も相談できる機会として

活用してもらっています。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

管理者は職員に運営の意見や提案を

機会あるごとに聞き、代表者に伝え代

表者の意見等も、全体会議で伝え話し

合い反映させている

日々のフロアミーティングや毎月の職

員全体会議の他に、「行事委員会」「生

活向上委員会」「環境委員会」「感染委

員会」の四つの委員会があり、職員全

員いずれかの委員会に加わり、利用

者ケアに関わる意見を提案し、運営に

反映させています。また、管理者は職

員が提出した自己チェックリストやアン

ケートを基に年２回ヒアリングを行い職

員の思いや悩みごとを聞き、運営に反

映すると共に、各自の自己研鑽のため

に支援をしています。

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

代表者であるドクターは各自が向上心

を持って働けるように、研修や勉強会

には積極的に参加を勧める、努力や

実績を理解し職場環境、条件の整備

に努めている

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

法人内外の研修を受ける機会を確保

し、働きながらトレーニングしていくこと

を進めその成果を勉強会などで発表

する機会を与えている
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

活発に勉強会や同業者との交流や研

修の場を提供するなど、外からの風を

積極的に取り入れ、お互いに刺激し合

いサービスの向上に取り組んでいる

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

サービスを導入する前には、本人と話

す機会を持ち、不安なこと、望むことな

どに耳を傾け、入居される前に安心を

確保し信頼関係を築けるように努めて

いる

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

サービスを導入する前の段階から、家

族やケアマネとは何度も話し合いや見

学をして頂き、安心してサービスを受

けて頂けるような関係作りに努めてい

る

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている

サービスを導入する段階では家族に

本人のニーズや生活歴を詳しく聞いた

り計画書に記入してもらい「その時」ま

ず必要としている支援を見極め対応し

ている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている

職員は運営理念を基本に、自立支援

を念頭に置き、利用者の立場に立つケ

アを行い、暮らしを共にする関係を築

いている
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

常に職員は本人と家族の絆を大切に

思っているので、家族の気持ちに沿

い、共に本人を支える支援を行ってい

る（機会あるごとに家族の気持ちを伺

っている）

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

行きつけの美容院や家族と命日には

墓参りに行かれる利用者、選挙に行っ

たり、お友達が尋ねてきたり、手紙を

出したり、手紙を頂いたりしている利用

者が沢山おられ、このような関係が途

切れないように支援している

入居以前から利用している美容院の

利用を支援したり、入居前の自宅へ戻

ってみることも支援したりしています。

何度か自宅を訪問していると、日々生

活しているホームが利用者の馴染み

の場となっていることに気づき、帰宅願

望が少なくなり、家族も安堵します。年

賀状は全員が馴染みの友人・親族に

出せるよう支援しています。出した年

賀状には返事が届きます。日常的な

通信連絡も実施しています。友人の訪

問もあり、入居前の馴染みの関係を継

続しています。

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

当ホームの自慢の１つでもある、職員

が関わり合うのではなく、自然に利用

者同士が関わり合いを持ち支え合い

職員がつい微笑んでしまう風景が毎日

見受けられます
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

サービスが終了しても、家族からこれ

までの関係を大切にして頂く電話をい

ただいたり、困っておられる人に此処

の存在を伝え相談に来られる人もいた

り家族や本人の支援以外にも関係を

大切にしている

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

運営理念を基本に職員一同本人の思

いを大切に本人本位のケアを行ってい

る、困難な場合は気付きシートやセン

ター方式の私の姿と気持ちシートを使

い職員間や家族様とも一緒に考えて

いる（バリデーションや回想法等も取り

入れている）

入居時に利用者や家族からの生活歴

や思いを聞き取り、アセスメントシート

に記載しています。入居後は、利用者

の毎日の生活を通じて得られた生活

歴や意向をふまえた新たな気づきを

「日常生活の中での気付きシート」に記

載しています。利用者が望むこと・望ま

ないこと等の気付きに対して行ったア

プローチについても記載し、職員は利

用者の意向を共有し把握しています。

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

入居の前に本人に関わりのある方々

から生活歴や馴染みの暮らし、サービ

ス利用の経過などを聞き取り、ケアに

活かしている

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

自立支援を基本に毎日の介護記録を

通してニーズに取り揚げ現状を総合的

に把握するように努めている
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

介護計画を作成するにあたり、家族や

関係者と話し合い、本人の気持ちにな

ってそれぞれの意見やアイデアを出し

合い情報を集め、ホームでの生活をし

てみて職員とも話し合いを続けながら

介護計画を作ったりモニタリングを行っ

たりしている

大阪認知症高齢者グループホーム協

議会方式のアセスメント表を活用し、

利用者・家族からも協力を得て、カンフ

ァレンスを実施し、介護計画を作成して

います。介護計画は利用者・家族に説

明を行い、署名をもらっています。毎日

の介護記録の項目チェック表や「日常

生活の中での気づきシート」に記入し、

更にセンター方式のアセスメントシート

の「心身の情報シート」・「２４時間生活

変化シート」を活用し職員の意見を集

約して、ケアマネジャーは３ヵ月毎にモ

ニタリングを行っています。必要に応じ

て家族も参加するサービス担当者会

議を開催します。新しいアセスメントに

沿って、原則的には６ヵ月毎に介護計

画の見直しを行っています。入居当初

に比べ適切な介護計画のもとで介護を

受けている利用者は、日々の生活で

認知症状が重度化しているにもかか

わらず活き活きと元気よく過ごせるよう

になっています。また、利用者の状態

によっては随時、見直しを実施してい

ます。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

毎日介護記録に日々の様子、ケアの

実践、結果等を記録し情報を職員間で

共有して意見を出し合って介護計画の

見直しに活かしている

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

本人や家族の状況に応じ、その時々

に生まれるニーズに対応できるように

職員間や事業所間で連携して柔軟な

支援やサービスを行っている（個々に

気付きシートを作り、その都度活かし

ている）

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

住み慣れた地域との繋がりが続けられ

るように、地域の人の協力も得て秋祭

りには地域の青年団によるだんじりが

来たり、保育園児の訪問や老人会の

慰問などを受け豊かな暮らしを楽しむ

ことができるよう支援している

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

本人や家族の希望を取り入れ適切な

医療を受けられるように支援している。

情報交換をするなど医療機関との連

携に努めている。入居前にかかりつけ

医や受診希望を確認し家族と協力して

通院介助を行っている

利用者・家族が、入居以前からのかか

りつけ医を希望している場合は、医療

機関と連携し受診を支援しています。

希望により、母体医療法人との医療提

携により、往診を受けることができま

す。夜間や急変時の対応についても体

制を整えています。母体法人の理事長

（医師）は、毎日利用者の様子を見に

きています。
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己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

母体が医療機関であり、医療連携加

算を取っているので日常の健康管理

等訪問看護師との連携も取れ適切な

受診や看護が受けられるように支援し

ている

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

入退院時の医療機関との連携は密に

とれている。運営推進会議にも病院関

係者の参加があり、日常的にも電話連

絡等情報交換も出来ている。入院をし

た場合も早期退院に向けて連携を取っ

ている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

重度化した場合や終末期のあり方、看

取りについて等入居される時に事業所

で出来る事等十分に説明を行い「看取

りの指針」に同意を得署名捺印を得て

いる。終末期ケア時は何度も家族、医

師、看護師と話し合いを持ち職員は日

常の健康管理、急変時の対応が出来

るように研修訓練を行っている

医療連携体制をとっており、「看取りの

指針」を作成し、入居時に家族からも

同意書を得ています。同法人の訪問

看護とも連携をとっており、終末期ケア

時には家族・医師・看護師とも充分話

し合いを重ねています。昨年はホーム

での看取りを４名行いました。家族も泊

り込み、看取りを行うことも可能です。

職員は看取りや重度化に向けて急変

時対応ができるよう、研修や訓練を受

けています。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

利用者の急変や事故発生に備えて定

期的に全職員はロールプレイや救命

講習を行い訓練して、実践力を身につ

けます

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

年２回消防署の協力を得て入居者と

職員は避難訓練を行います。また推進

会議等を通じて地域の皆様や家族の

協力をお願いしています。災害時の非

常用食料や飲料水、備品を年１回点

検備蓄している

災害対策マニュアルを作成し、消防署

の指導を受け、職員は利用者と共に避

難訓練を実施しています。利用者には

日頃から、万が一の場合逃げるために

元気に運動・歩行訓練することの大切

さを伝えています。災害時の非常用備

蓄品は用意しています。夜間時を想定

した避難訓練の実施について、地域住

民の協力を依頼する予定であり、運営

推進会議に図ります。

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

運営理念にも謳っているように、常に

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねないように自己点検の

機会をもち正しい対応の仕方の確認を

行っている

「プライバシーの保護マニュアル」によ

り、プライバシー保護の取り組みにつ

いてホーム内研修を実施しています。

介護サービス提供時に心がけること

や、言葉遣いについては全体会議でも

話し合い、研鑽を積んでいます。職員

は、就職時に個人情報の取り扱いにつ

いて誓約書を提出しています。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

自分で選択できる場面や事柄を多く作

っている。例えば朝の着替えや入浴後

の衣服、食事の好き嫌い、飲み物も選

択できるように又外出を望まれれば自

由に出て頂きます（付き添い）

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

運営理念でも謳っているように、自分

らしく暮らして頂く様に、職員は入居者

の思いを大切にしています。その日に

よって一日の過ごし方も様々です。入

浴も希望の時間に毎日入られる方もい

ます

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

その日の気分や、その時の気分によっ

て何度も着替えられる方もいます

希望の美容院や理容院にも行けるよう

に支援したり、化粧品も一緒に買いに

行ったりしている
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

食事が食べるだけのものになるのでは

なく、チラシを見たり献立を考えたり調

理を一緒にしたり後片付けも職員と一

緒に行い、楽しみになる様にしている

利用者の希望・好みを参考にした献立

を考え、利用者と共に食材の購入に行

きます。庭の菜園での収穫物や近隣

住民からもらった野菜も食材に加えま

す。食事の準備・下ごしらえ・味付け・

盛り付け・配膳・後片付けと、利用者そ

れぞれの得意な分野で役割をもって関

わってもらいます。自宅では調理がで

きなくなっていた方もホームで流し台に

立つことで、精神的な安定が生まれた

例もあります。日々のチラシを利用者

は見て選び、１階と２階は別の献立に

なります。職員は利用者と同じものを

食べながら、利用者をさりげなくサポー

トし、会話をしながら楽しくなごやかな

雰囲気を作っています。おやつを利用

者と共に手作りすることもあります。

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

一人ひとりの食事形態や栄養のバラン

スや量を考えたり、介護記録に水分量

を記入して１日の水分量を確保する等

している。

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

毎食事後１人ひとりに応じた口腔ケア

を行い必要な入居者には、毎週歯科

衛生士に来てもらい口腔状態を職員と

連携をとり支援している
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

排泄状態を把握する為に正確に記録

をとり一人ひとり排泄パターンを知り失

禁を防ぐように早めのさり気ない誘導

を行うなど布パン対応で排泄の自立に

むけた支援を行っている

利用者一人ひとりの排泄状況を記録

し、排泄パターンを把握しています。排

便把握は与薬の関係もあり、看護師も

確認できるよう記録しています。入院

時にはオムツ使用になっていた方も、

退院後はリハビリパンツやパッドの使

用に切り替え、トイレ誘導により失禁も

少なくなりました。

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

なるべく自然排便に向け水分摂取を促

し排泄時腹圧をかけるように促したり

運動を進めている

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

毎日健康チェックを行い本人に入浴を

促し、曜日や時間を決めずに本人の希

望する湯加減やゆず湯、菖蒲湯等入

浴を楽しめるように支援している。

希望があれば毎日でも入浴でき、週３

回程度は利用者全員入浴しています。

入浴は利用者の楽しみの一つになる

ように、職員は季節の菖蒲湯やゆず湯

はもとより、温泉の入浴剤を入れる

等、さまざまな工夫をしています。今一

番の人気は、浴室にパネルで大きく掲

示した富士山の写真です。

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

和室に布団を敷き横になったり、居室

のベッドを布団に変えたりその時々の

状況に応じた対応を行っている
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

常に医師や薬剤師と連携をとり指示に

従っている。複数の職員による服薬確

認を行い、服薬による症状の変化など

に気をつけるように毎回申し送り時確

認を行っている

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

日々のコミュニケーションの中からその

方の生活歴や楽しみごとを把握し、料

理の好きな方はキッチンで、編み物の

好きな方は手編みで孫にマフラーをプ

レゼントされたり、音楽の好きな方はキ

ーボードを弾き皆と歌ったりと毎日喜

びのある日々を過ごせるように支援し

ている

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

日々のコミュニケーションの中で情報

を集め、家族に本人の思いを話してみ

たり、ホームから外食に出かけたり

桜、紅葉、花火等季節の節々や天気

の良い日は足湯につかりに行ったり地

域の神社の掃除に行ったりとホームだ

けの生活にならないように支援してい

る

日常的には食材購入に同行したり、近

隣の公園や周辺の川堤へ散歩したり、

神社での清掃等に出かけます。また、

入居直後に自宅への帰宅を望まれる

利用者には、希望に添って外出支援も

しています。利用者の希望を受けて、

外食や足湯につかりに出かけます。行

事委員会で検討し、季節に合わせた外

出を楽しめる支援をしています。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している

買い物を希望されれば付き添い買い

物に行き支払いもしていただく。金銭

管理ができない方は、職員が確認を行

いつつ使えるように支援している

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

日常的に電話の使用の支援や手紙の

やり取りの支援を行っている。特に暑

中見舞いや年賀状は職員のさり気な

い声かけにて早めに出している

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

共通の生活空間には家庭で使われて

いるものを利用して家庭的な雰囲気を

作り、不快な音や光がないようにカー

テンなどで工夫をしている。庭には季

節ごとの花や野菜、フロアーには詩や

絵、ちぎり絵等を一緒に作り季節を一

緒に感じるように支援している

リビング兼ダイニングルームは大きな

窓があり、桜並木や季節の移ろいが眺

められ、明るくゆったりしたスペースと

なっています。利用者はそれぞれ大き

なテーブルを囲んで、和やかにおしゃ

べりを楽しんでいます。畳のスペース

もあり、壁には利用者の手作りの季節

の装飾絵が飾ってあります。廊下壁面

には利用者の外出時の写真や書道が

掲示しており、日常の様子を伺うことが

できます。

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

ホールや玄関、庭等に椅子やソファー

を置きさり気ない見守りで、コミュニケ

ーションをとり思い思いに過ごせるよう

に工夫をしている
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

居室には使い慣れたものや思い出の

品物を多く置き、本人が居心地良く過

ごせるように、入居前に家族と話し合

い協力しあっている

各居室には利用者が整理ダンスや洋

服ダンス、鏡台、テーブルと椅子等使

い慣れた馴染みの物を持ち込み、これ

までの生活が継続できるよう工夫して

います。テレビや仏壇・遺影、手作りの

手芸作品、家族と作った寄せ植えの植

木鉢、活け花等が飾ってあります。ま

た、自分への戒め（自分が忘れないよ

うにする１０か条）を自書して貼ってい

る方、入居前に住んでいた家の現在の

様子を家族が撮影した写真を貼ってあ

る居室等、利用者や家族の思いが感

じられ、落ち着き安心して生活できる

空間になっています。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

入居者が安全に自立した生活ができ

るように、台所は自由に出入ができ調

理を一緒にしたり、ほうきを目に付くと

ころに置いてある（気がつけばほうきで

身近なところを掃いておられる）又手す

りをつけ段差をなくすなど安全に過ご

せるように工夫をしている
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